
４
－
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
き
、
災
害
時
の
対
応
を
協
議

　
当
協
会
、
日
本
医
師
会
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
）
共
催
の
地
域
防
災
民
間
救
急
医
療

ネ
ヅ
ト
ワ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
二
月
十
六
日
、
兵
庫
県
神
戸
市
の
兵
庫
県
医
師
会
館
に
お
い
て
関
係
者
四
十

名
が
参
加
し
て
開
か
れ
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
災
害
時
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
必
要
性
が
論
じ
ら
れ
た
。
昨
年
一

月
の
阪
神
淡
路
大
震
災
を
契
機
と
し
て
防
災
緊
急
医
療
の
対
応
が
叫
ば
れ
た
な
か
第
三
十
七
回
全
日
病
学
会

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
取
Ｕ
’
上
げ
ら
れ
、
そ
こ
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
が
生
ま
れ
た
。
同
日
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー

グ
発
足
を
宣
言
、
今
後
、
細
部
を
検
討
し
具
体
化
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。
　
（
２
面
に
関
連
記
事
）

　
地
域
防
災
民
間
救
急
医
療
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
フ
ォ
、
Ｉ
ラ
ム
は
、
。
開
会

に
あ
た
り
主
催
者
の
三
団
体
が
あ

い
さ
つ
。
日
本
医
師
会
理
事
（
兵

庫
県
医
師
会
会
長
）
の
瀬
尾
価
氏

が
震
災
時
を
振
り
返
り
ぃ
。
外
郎
か

ら
の
援
助
が
期
待
で
き
な
い
七
ト

二
時
間
に
、
地
域
の
民
間
医
療
機

関
、
医
師
会
が
献
身
的
に
努
力
し

た
」
と
今
回
の
災
害
を
無
に
す
る

こ
と
の
な
い
よ

う
取
り
組
む
姿

勢
を
見
せ
た
。

次
に
、
当
協
会

の
古
畑
常
任
理

事
が
秀
嶋
会
長

の
あ
い
さ
つ
を

代
読
、
「
阪
神

淡
路
大
震
災
か

ら
一
年
経
つ
こ

の
時
期
に
、
こ

の
神
戸
の
地
に

お
い
て
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
挙
行
さ

れ
る
こ
と
は
大

変
意
義
深
い
も

の
が
あ
る
。
ま

た
、
ア
ム
ダ
は

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー

の
心
を
も
っ
て

災
害
時
に
対
処

し
て
お
り
、
多

く
の
医
師
に
こ
の
活
動
へ
の
参
加

を
呼
ぴ
か
け
な
く
て
は
な
ら
な

い
」
と
述
べ
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表

の
菅
波
茂
氏
は
「
今
回
設
立
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
災
害
時
に
役
立

て
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
厚
生
省

の
山
本
光
昭
氏
と
郵
政
省
の
武
居

孝
氏
は
そ
れ
ぞ
れ
「
阪
神
淡
路
大

震
災
で
は
、
地
域
の
医
療
機
関
が

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
今
後

と
も
努
力
し
て
欲
し
い
」
と
民
間

病
院
の
災
害
時
に
果
た
し
た
活
動

を
高
く
評
価
し
た
。

　
こ
の
あ
と
参
加
者
が
自
己
紹
介

し
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
始
し
た
。

　
最
初
に
、
行
政
の
立
場
か
ら
、

厚
生
省
健
康
政
策
局
指
導
課
の
山

本
氏
が
災
害
体
制
研
究
会
や
平
成

八
年
度
予
算
要
求
で
の
取
り
組
み

を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
今
後
と
も
支
援
し
て

い
き
た
い
」
と
協
力
姿
勢
を
示
し

た
。
ま
た
、
郵
政
省
電
気
通
信
局

電
気
通
信
事
業
部
電
気
通
信
技
術

シ
ス
テ
ム
課
の
式
居
氏
は
、
震
災

時
に
は
通
常
の
五
十
倍
の
電
話
量

で
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
松
枝
し
た

こ
と
を
指
摘
、
今
後
の
対
応
と
し

て
震
災
時
に
切
れ
な
い
公
衆
電
話

の
開
発
、
重
要
通
信
網
の
確
保
な

ど
の
取
り
組
み
を
あ
げ
た
。

　
阪
神
大
震
災
被
災
病
院
の
西
病

院
の
西
昴
院
長
、
神
戸
朝
日
病
院

の
金
守
良
院
長
、
金
屎
病
院
の
金

渾
精
一
院
長
が
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的

に
被
災
状
況
を
説
明
し
た
。
ま
た
、

今
後
の
対
応
を
あ
げ
、
そ
の
な
か

で
地
域
住
民
に
密
着
し
た
民
間
病

院
の
役
割
を
強
調
し
た
。

　
緊
急
救
援
三
原
則
で
あ
る
活
動

拠
点
、
輸
送
、
通
信
に
つ
い
て
、

輸
送
で
は
岡
山
県
航
空
協
会
の
中

塚
総
‐
｡
｡
郎
氏
が
空
輸
と
陸
路
の
シ

ろ
ア
ム
を
、
通
信
で
は
郵
政
省
の

武
居
氏
が
通
信
体
制
の
整
備
を
説

明
し
た
。

　
後
方
支
援
体
制
整
備
で
は
、
防

災
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ｎ
‥
本
電

気
の
富
盛
昭
宣
氏
、
医
療
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
保
険
を
住
友
海
上
火
災
保

険
の
梅
田
昭
宏
氏
、
医
薬
品
等
補

給
で
は
当
協
会
常
任
理
事
の
吉
田

静
雄
氏
、
地
区
医
師
会
と
の
連
携

を
兵
庫
県
医
師
会
長
の
瀬
尾
氏
、

後
方
支
援
病
院
と
の
連
携
を
白
鮭

橋
病
院
の
石
原
哲
氏
、
他
の
民
間

組
織
と
の
連
携
で
は
七
卜
二
時
間

ネ
ッ
ト
ー
ソ
ー
ク
代
表
の
鎌
田
裕
十

朗
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
後
方
支
援
体
制

の
取
り
組
み
を
説
明
し
た
。

　
質
疑
で
は
、
被
災
し
た
脊
那
者

か
ら
「
シ
ス
テ
ム
が
本
当
に
稼
働

す
る
の
か
。
杞
憂
で
あ
れ
ば
い
い

と
思
う
。
そ
の
た
め
に
は
日
常
の

な
か
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
必

要
が
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
、
ま
た
、

被
災
病
院
か
ら
も
細
か
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
必
要
性
が
あ
げ
ら
れ
た
。

　
当
協
会
の
常
任
理
事
で
救
急
委

艮
会
委
員
長
の
新
垣
哲
氏
が
、
当

協
会
会
長
を
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

代
表
と
す
る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込

一 一

　 　 　 　 　 ㎜ ■ ㎜ ㎜ ㎜

■ ＝ 一 ㎜ ■ ■一 一

－ 一 一

ん
だ
地
域
防
災
民
間
緊
急
医
療

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
発
足
を
宣
言
し
た
。

　
菅
波
氏
が
「
九
月
の
救
急
の
日

に
合
同
で
関
東
大
震
災
の
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
た
い
」
と
提

案
し
了
承
さ
れ
た
。

　
最
後
に
当
協
会
兵
庫
県
支
部
長

の
荒
尾
累
次
氏
が
「
災
害
時
の
反

省
に
た
ち
、
こ
れ
か
ら
の
あ
り
方

を
真
剣
に
考
え
、
災
害
が
起
き
た

時
に
は
す
ぐ
に
対
応
し
た
い
」
と

閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。
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